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別注屋.com

異業種交流活性化
支援事業を活用して メンバー

芦原 強

●メンバーの一体感が生まれた
●売れる商品づくりが実現した
●新たな売り方が販路拡大につながった

ものづくり力×企画開発力で
金物商品の新たな可能性を開拓

三木市

月1回の会合では次の出展品について検討します

金物メーカーと商社が連携
　古くから鋸

のこぎり
や鑿

のみ
、鉋

かんな
などの大工道具を生産し、“金物の

まち”として知られる三木。現在では園芸用品や工具に
も商品の幅を広げ、多くのメーカーや商社が市内で事業
を展開しています。
　その集積を生かし、㈱井上工具製作所の井上勝雄専務
が、商社に別注品の依頼が舞い込んできた時の共同受注
組織としてメーカー、商社で構成する「別注屋.com」を
10年ほど前に設立しました。しかし、メーカーは作る、
商社は売るに徹してきた歴史から連携の芽は育ちません
でした。近年になって外部からの参入が増え、競争が激
しくなる中、「このまま同じ商品を同じ流通ルートで売
り続けているだけでは、未来はない」という危機感が強
まっていきます。
　改めてメーカーのものづくり力と、エンドユーザーに
近い商社の企画開発力を生かし、「自分たちで商品を開
発し、新たな流通ルートも開拓していこう」との機運が
高まり、「異業種交流活性化支援事業」を活用した取り組
みがスタートしました。

ユーチューバーとのコラボPRも
　参画したのは市内のメーカー25社と商社17社。共同
出展する展示会を見据え、テーマを「アウトドア用品」
に定めて、メンバー間でどのような商品をどこと組んで
製作するかを議論しました。今年2月に横浜市で開かれ
た「インタースタイル2022」には15社が開発した32の
商品を出展しました。サーフボード型の焼き肉用鉄板を
持ち込んだ関西洋鋸㈱の芦原強社長は「価格は高めでも
オンリーワンの商品であれば売れることを確認できまし
た」と話します。
　新たな売り方にも挑んでいます。バイク好きの井上
専務がツーリングキャンプの荷物を減らすためにハ
ンマーと鉈

なた
とペグを一体化させた商品を着想。商社・

a
アメノマ

menomaの高橋剛代表が「眺めていても楽しい」スタ
イリッシュなデザインに仕上げ、ブッシュクラフトハン
マーとして販売しました。高橋代表は、ソロキャンパー
で8万5,000人の登録者を持つ人気ユーチューバー・Mr 
SYUさんとのコラボを仕掛け人気商品に育てるなど、
メーカーだけではできなかった新たな風を送り込んでい
ます。

制度利用までの流れ
2022年3月中旬 3月下旬 4月1日
事業計画書を三木商工会議所へ。兵庫県商工
会議所連合会を経由し、県地域経済課へ提出

三木商工会議所に県か
ら認定の通知が届く

事業を開始
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別注屋.comで手掛けた商品例 今年4月の「アウトドアデイジャパン東京」にて

　別注屋.comでは本年度内に複数の展示会に出展し、
どのような商品が売れるのか実証を重ねていくことに
しています。既に来年度は園芸をテーマにする案も出て
おり、次なる開発に向けメンバーの気勢も上がっていま
す。

別注屋.com
Ｈ https://betchuya.com
問関西洋鋸㈱ Ｅashihara@marunoko.com
●代表／藤本哲司（藤本産商㈱代表取締役）
●事業内容／金物の特注品の製作
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まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp

あなたの本を

「オーダーメイド」

だけ https://kobe-selfpub.jp
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株式会社 神戸新聞総合印刷

異業種交流活性化支援事業
異なる業種の中小企業者等で構成されるグループが実
施する新分野進出、新商品・サービス・技術の開発、販路
開拓等に対し補助金を支給します。

ひょうご産業活性化センターによる各種支援を受けられます。
•�相談対応（異業種連携相談室）
•�各分野の専門家（製造、販売、金融、技術、デザイン等）から
成る異業種連携アドバイザー等による専門的な助言
•�他グループとの連携・交流促進（活動事例報告会、交流会、
課題解決セミナー等）

問ひょうご産業活性化センター異業種連携相談室
Ｔ 078-977-9073
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【補助期間】2年以内
【補助額】�1グループ当たり上限150万円／2年間
【対象】�県内の商工会議所、商工会、兵庫県中小企業団体

中央会、兵庫工業会、兵庫県工業技術振興協議会
の会員企業等を中心とする異業種交流グループ

利用メリット


